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がある。定量化情報の収集には KWM（Key Words Meeting）紙版を使用し、伝達内容
における重要な事柄を示すキーワード（以下、kw）が伝わったかどうかを調べた。対
































学 位 論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 
本論文に関し審査委員から、受講者、企業の研修部門、外部機関の講師それぞれに対
して有効な定量化し氷ノ山運用について質問がなされたが、いずれも著者から明確な回
答が得られた。 
また公聴会においては、伝達状況を踏まえて、次回以降の研修内容をどのような難易
度や情報量に改善すべきかという kw設定に対する質問がなされたが、著者の説明によ
って質問者の理解が得られた。 
以上により、論文審査及び最終試験の結果に基づき、審査委員会において慎重に審査
した結果、本論文が博士（学術）の学位に十分値するものであると判断した。 
